




















































実宗は論の学派というこ です。ここ インド仏教史 詳細に述べる時間がありませんが、やがて、経典に変化が見られるようになります。釈尊以降、教団内部で分裂が起こるわけですが、そうした分裂の過程で、さまざまな経典が編纂されてい ます。
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十、 「已に説き、今説き、当に説かん」という経文のことで、釈尊の教えには時間経過によって違いがあることがわかります。この他にも、信解品第四の「長者窮子の喩え」では、父である長者が 自分 ことを父親だと気づいていな 窮子（貧しい子供）を、少しずつ気づかせていくという話が説かれますが これも同じ意味を示す経文で、 「釈尊の教えには順番 」 うことが示されています。その理由は、教えを聞く者たちが一様ではないため 相手 能力 合わせて段階的 説いているからです。このこと 三つ目のポイントとして押さえていきたいと思います。　『法華経』を読んでわかることは他にもあります。釈尊が残された言葉、 「方便の教えに従ってはいけない」という戒めの言葉が示す「方便の教え」とは、どの経典のことをいうのでしょうか。資料にはあげていませんが、同じ法師品第十に「この経 方便の門を開いて真実の相を示 た う」という経文があります。つまり、 『法華経』には真実の教えが説かれており、 『法華経』が説かれる以前の教え、それから『法華経』以後の教えには釈尊の真意は示されてい ということになります。ちなみに、 「已説今説当説」の経文について、中国天台宗の開祖である天台大師智顗は『法華経』の経文を講義した際に（こ 講義録を『妙法蓮華経文句』 、略して『法華文句』とい ） 、 『法華経』はこの三つの時間に当て まらず、釈尊本意の最高の教えであることを読み取っています。　釈尊は仏となるための教えを、段階的に説いていったことがわかりました。当然、仏になるための教えは大変難しく、理解す








したがって、経典の内容は簡単なもの（先ほども述べま たが、簡単といっても私たち煩悩の塊には実現困難な教えです）から、高度なものへと推移していく。その最終段階で説かれる教えが『法華経』である。 『法華経』は釈尊が最も伝えたかった教えです。そ 証拠に釈尊は自らの意思 、相手 能力に合わせることなく教えを説かれるわけ す（これを「無問自説」 「随自意」といい、弟子 ちの質問に答える形式を 「随問而説」 相手に合わせて説くことを 「随他意」 といい す） 。　
すべての経典を読破し、内容によって、説かれた順番を考えて整理する。中国


























































































『法華経』は現世において悪人であっても成仏できる教えだということです。提婆達多は釈尊のいとこでしたが、仏である釈尊に対しけがを負わせ（出仏身血といいます） 、釈尊と弟子たちの絆を断ち（破和合僧といいます） 、修行僧を殺してしまいました（殺阿羅漢といいます） 。この罪を「三逆罪」といって、一度は出家した提婆達多でしたが、決して仏にはなれないといわれていました。それが『法華経』では、前世で釈尊の師であったために、成 できると説かれます。　
④も同じ提婆達多品の教え す。妙楽大師の文では「文殊は八歳の龍女をもって所化となす」と説かれています。つ り、 『法
華経』は畜生の成仏、女人の成仏を可能にする教えだということです。日蓮聖人は『開目抄』に、龍女成仏が説かれたことで、末法の世のすべて 女性が成仏できる道が開かれた 書かれています。　
⑤については、先に述べましたように『法華経』法師品第十の経文で、釈尊の教えには順番があり、聴く側の能力が向上する
につれて難しくなると説明したところです。妙楽大師の文では「已今当の説は一代に絶え る所なり」と示されています。天台教学 基づいて補足説明を加えれば、已に説かれた教えが『法華経』より前に配置されたさまざまな経典、今説か るのは『法華経』のイントロダクション（これを「開経」と呼びます）と考えられている『無量義経』 、これから説かれる教えが『涅槃経』になります。つまり、大乗小乗すべての経典の中 、釈尊の真意のみを説 て る経典は唯一『法華経』だけということなのです。　
妙楽大師が二十項目あげる中で、最後の二つが⑥と⑦です。妙楽大師の文ではそれぞれ「迹化には三千の墨点を挙ぐ」 「本成を














弥を合たるににたり。 （中略）法華経の六難九易を弁れば一切経よまざるにしたがうべし。 （括弧内筆者）【現代語訳】以上、 『華厳経』や『涅槃経』などの八つの 文を挙げたが、これらの 文を『法華経』 「法師品」の已
・今
・当の三説超過














於其中此法華経最為難信難解等云云。此経文は但釈迦如来一仏の説なりとも、等覚已下は仰て信ずべき上、多宝仏東方より来て真実なりと証明し、十方の諸仏集て釈迦仏と同広長舌を梵天に付給て後各々国々へ還らせ給ぬ。【現代語訳】法華経の法師品には、釈迦如来がまぎれもなく自らの尊いお口で真実のお言葉を述べられ 五十余年間に説き示されたすべての教えの勝劣を定めて 「私が説いた経典は限りなく多いが、已に説いた爾前 諸経（法華経以前に説いた四十余年の諸経） 、今説いた無量義経、まさに説こうとしている涅槃経 中で、この法華経は最勝の教えであるため もっとも じ難く理解し難い」と説かれている。
　
同じように「法師品」の已今当説の経文が引用されていますが、さらにそれに続く経文、 「法華経最為難信難解」も引かれてい
ます。先ほどの六難九易と同じ意味を持っていますが、信じがたく理解しがたい教えであるがゆえに、この『法華経』は釈尊一代で説かれた教え 中で最も重要な教えであると うことがわかります。 『法華経』が「難信難解」である理由は、釈尊が悟りの境地を相手の能力に合わせて説き分けるのではなく、自らの意志で最も伝えたい教えを説いているからです。ただし、日蓮聖人は釈尊が「難信難解」とおっしゃっているからそれで終わりだとはいいません。信じることができるようにさらに経文を引用し、私たちを導いていきます。その経文が「見宝塔品」の多宝如来の証明 、 「如来神力品」で説かれる十方分身仏の舌相です。多宝如来は、 『法華経』が説かれるならば、いついか る場所にも赴 て、教説が真実であることを証明す 仏です。さら 十方分身仏の舌 梵天の世界、天界にまで延び、この教えが真実であることを証明して るということです。
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を三種の増上慢として示されています）と一致していることを確信します。 『法華経』の時間でいえば、 「勧持品」は釈尊が入滅した後の世界、未来世のことですが、過去世の話も説かれます。それが「常不軽菩薩品」で、釈尊は過去世の自分の姿を示すことで、 『法華経』を弘める手立てを伝えます。 『法華経』は過去
・現在
・未来の三世で、同じように布教困難な教えだと説かれて




































正法（千年）……お釈迦様の教えが弘まり（教） 、修行が行われ（行） 、覚りが得られる（証）時代像法（千年）……教と行はあるが、証 ない時代末法（万年）……教だけが残っている時代
②
　
五五百歳説解脱堅固（五百年）… 仏 が盛んで、解脱（覚り）するものが多い時代禅定堅固（ 年）……心安らかな状態を保つ（禅定）者が多い時代多聞堅固（五百年）……修行する者が減り、教えを聴く者が残る時代造寺堅固（五百年）……寺を建てたり塔を建てることに熱心な時代闘諍堅固（五百年）……人々の心が乱れ、争い 絶えない時代
　
また、 『法華経』には次のように説かれています。●「安楽行品」如来滅後。於末法中。欲説是経。応住安楽行。●「分別功徳品」悪世末法時
　
能持是経者
●「薬王菩薩本事品」
22
日蓮学入門（三輪）
・若如来滅後。後五百歳中。・我滅度後。後五百歳中。広宣流布。於閻浮提。無令断絶。
●「普賢菩薩勧発品」・爾時普賢菩薩。白仏言世尊。於後五百歳。濁悪世中。其有受持。是経典者。我当守護。・後五百歳。濁悪世中。・如来滅後。後五百歳。 有人。見受持読誦。法華経者。応作是念。
　
つまり、 『法華経』は内容もさることながら、釈尊入滅後に訪れる「末法」 「後五百歳」という時代が要請する釈尊の教えであ
るということなのです。
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